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E10 宮崎⾃動⾞道の整備により、“アクセス性の向上” “移動時間の短縮”が
図られ福岡市内がさらに⾝近になり、E10宮崎⾃動⾞道が全線開通をしたことで、2時間強の⼤幅な

移動時間の短縮となりました。さらに、近年では新たな交通⼿段「⾼速バス」+「新幹線」も取り⼊れ

られており、乗客数は増加基調にあります。

※⽚道あたりの所要時間・⾼速バス便数を⽐較。（JTB 時刻表による）

（1977 年と 2021 年を⽐較）

宮崎⾃動⾞道の全線開通により各都市との所要
時間が短縮され、⾼速バスの利便性が向上し、
ご利⽤のお客様も増加しました。
今後も⾼速バス事業を通じて、宮崎県の発展に
貢献してまいります。

⾼速バス事業者

所要時間は2時間以上短縮、乗客数は増加基調に


